
,

よねさとづくり自治協議会の令和８年度の取組みや予算についてお知らせします。

令和８年度事業計画（抜粋）

みんなでつくる よねさとの未来令和８年度活動方針

１ 自らの地域を現在、将来にわたっても住みよい地域としていくための活動をより多くの住民に広

く知って、関わってもらう。そのため、広報や情報発信を充実させ、ボランティアも含めた身近で

参加しやすい機会をつくる。

２ 地区全体が抱える課題に対しては、町区長会を中心にして行政等とも調整しながら、特定課題に

ついては委員会も設置するなどし、優先順をつけて取り組む。

３ 今もこれからも暮らしたくなる魅力ある地域とするために取り組むよねさとづくり活動は、公民

館を地区コミュニティの核として取り組む。

４ 地区内の各団体は、従来からの取組みにこだわらず団体間の連携を深め、効率的かつ効果的な事

業を行う。

１ みんなでつくる米里 ～ まずは知ることから ～

（１）広報の充実（多様な情報発信）

・「めーる米里」の内容を充実させる。ホームページに米里地区内組織の基本情報も掲載する。

・SNS（インスタグラムやユーチューブなど）の発信内容を充実する。

（２）オンライン環境の活用

・役員研修を実施するなどデジタル化を進め、新たな委員会や研修会などでオンライン実施を試行する。

２ これからも暮らしたい米里 ～ 課題解決とともに、持続可能な地域へ ～

防災・減災など諸課題の解決に向けて、町区長会を中心とし広く地域に人材を求め委員会（防災委員会

等）を設けるなどし、行政等との調整を行いつつ取り組んでいく。

３ よねさとづくり活動 ～ 今もこれからも魅力ある米里へ ～

（１） ビジョンづくり事業

・地域コミュニティ計画に代わるビジョンを策定するため、委員会の設置を含め意見交換の場を設定する。

（２） 米里らしい公民館事業

①子どもと大人のふれあい事業、②公民館がおじゃまします事業、③地域の仲間づくり事業

（３） 米里つながり強化事業

・納涼祭と米里まつりは実行委員会を組織して実施。地区運動会は米里まつりの１日を使って実施する。

・その他、米里マルシェを数回開催し交流の場として充実させる。

（４） 幅広い連携強化事業

各種団体の取組みについて他団体との連携を図り、役員の負担を減らし事業効果を上げるよう努める。

（５） 魅力と誇り向上事業

・大路山や空山などの自然環境の整備維持

・寺社や古墳などの歴史資産や伝承芸能などの文化資産の保全・活用

・米里らしい取組み（米づくりなど）の継承と創造


